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○
黒
田
幹
一
（
１
８
８
２
年
～
１
９
８
８
年
）
鶴
海

　
　

大
学
教
授
、
考
古
学
者
、
政
治
家　

１
９
８
７
年
受
章

　

 　

関
西
中
学
校
、
第
六
高
等
学
校
を
経
て
東
京
帝
国
大
学

文
科
大
学
独
逸
文
学
科
に
学
び
、
１
９
１
９
年
京
城
医
学

専
門
学
校
助
教
授
と
な
り
、
朝
鮮
総
督
府
通
訳
間
を
兼
ね

ま
し
た
。
そ
の
後
京
城
帝
国
大
学
教
授
を
経
て
１
９
４
０

年
同
予
科
部
長
・
副
学
長
と
し
て
終
戦
時
ま
で
勤
務
。
そ

の
傍
ら
考
古
学
者
と
し
て
中
国
古
代
貨
幣
の
研
究
を
重
ね
、

「
硬
貨
和
同
開
珎
」「
斑
鳩
の
海
」「
倭
の
女
王
と
大
和
朝
廷
」

な
ど
41

編
の
著
書
を
著
し
ま
し
た
。
帰
国
後
１
９
４
７
年

か
ら
備
前
町
合
併
ま
で
２
期
８
年
間
、
邑
久
郡
鶴
山
村
長

を
務
め
ま
し
た
。

○
有
吉
道
夫
（
１
９
３
５
年
～
２
０
２
２
年
）
穂
浪

　
　

将
棋
棋
士　

２
０
０
１
年
受
章

市
民
栄
誉
章
受
章
者

黒田 幹一 氏有吉 道夫 氏

　

 　

大
山
康
晴
15

世
名
人
門
下
、
棋
聖
タ
イ
ト
ル
の
他
優
勝

９
回
、
タ
イ
ト
ル
戦
の
舞
台
で
の
大
山
と
の
師
弟
対
決
は

４
度
実
現
。
現
役
55

年
を
数
え
、
２
０
０
１
年
に
は
史
上

６
人
目
の
１
０
０
０
勝
を
達
成
。
順
位
戦
Ａ
級
在
籍
21

期
、

２
０
１
０
年
引
退
。
生
涯
公
式
記
録
１
０
８
６
勝
１
０
０

２
敗
。

○
重
友
梨
佐
（
１
９
８
７
年
～　

）
香
登
本

　
　

マ
ラ
ソ
ン
選
手　

２
０
１
７
年
受
章

　
 　

備
前
中
学
校
か
ら
興
譲
館
高
校
を
経
て
天
満
屋
女
子
陸

上
部
に
所
属
。
興
譲
館
高
校
で
は
主
将
と
し
て
、
京
都
を

走
る
女
子
高
校
駅
伝
に
優
勝
。
２
０
１
２
年
の
大
阪
国
際

女
子
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
優
勝
し
、
２
０
１
２
年
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
ま
し
た
。

○
山
本
由
伸
（
１
９
９
８
年
～　

）
浦
伊
部

　
　

野
球
選
手　

２
０
２
１
年
受
章

　

 　

備
前
中
学
校
か
ら
宮
崎
県
の
都
城
高
等
学
校
へ
入
学
。

オ
リ
ッ
ク
ス
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
か
ら
２
０
１
６
年
ド
ラ
フ

ト
４
位
指
名
を
受
け
入
団
。
第
２
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
プ
レ
ミ
ア

12

で
日
本
代
表
に
本
格
デ
ビ
ュ
ー
し
、
日
本
の
大
会
初
優

勝
に
貢
献
。
２
０
１
９
年
シ
ー
ズ
ン
に
最
優
秀
防
御
率
の

タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

 　

２
０
２
１
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
野
球
で
日
本
代
表

チ
ー
ム
に
選
出
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

○
小
松
原
美
里
（
１
９
９
２
年
～　

）
閑
谷

○
小
松
原
　
尊
（
１
９
９
１
年
～　

）
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

　
　

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
（
ア
イ
ス
ダ
ン
ス
）
選
手

　
　

２
０
２
２
年
受
章

　

 　

２
０
２
２
年
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
団
体
で
、
小
松
原
組
が
ア
イ
ス
ダ
ン
ス
で
出
場
。

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
国

際
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
競
技
大
会
ア
イ
ス
ダ
ン
ス
日
本

人
初
の
優
勝
。
全
日
本
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
、

優
勝
５
回
。

重友 梨佐 氏山本 由伸 氏

小松原 美里 氏小松原 尊 氏


